
▲８月３０日 市総合防災訓練（西小学校▲８月３０日　市総合防災訓練（西小学校）） ▲９月１日 敬老大会（老人福祉センター▲９月１日　敬老大会（老人福祉センター））

▲９月６日 市民合唱祭（市民文化会館▲９月６日　市民合唱祭（市民文化会館））

▲９月５日 ほいくえんまつり（楽寿園▲９月５日　ほいくえんまつり（楽寿園））

▲９月５日 環境探偵団壁新聞作▲９月５日　環境探偵団壁新聞作りり
（市役所第二会議室　　　　　　（市役所第二会議室））

▲８月２５日 世界スカウトジャンボリ▲８月２５日　世界スカウトジャンボリーー
市長表敬訪問（市役所市長応接室　　　　　　市長表敬訪問（市役所市長応接室））

▲８月１８日 青年海外協力隊の帰国▲８月１８日　青年海外協力隊の帰国後後
活動報告（市役所市長応接室　　　　　　活動報告（市役所市長応接室））

▲８月２３日 街中だがしや楽▲８月２３日　街中だがしや楽校校
（三嶋大社境内　　　　　　（三嶋大社境内））

▲９月２日 起震車体▲９月２日　起震車体験験
（北上小学校　　　　　　（北上小学校））

▲９月１０日 夏の富士（老人福▲９月１０日　夏の富士（老人福祉祉
センター付近　　　　　　センター付近））
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今
回
は
、
十
月
十
日
土
か
ら
郷
土
資

料
館
で
開
催
す
る
企
画
展
「
絵
は
が
き

で
み
る
三
島
」
の
展
示
資
料
の
中
か
ら
、

記
念
絵
は
が
き
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

旅
先
な
ど
で
、
美
し
い
絵
や
風
景
が

描
か
れ
た
絵
は
が
き
を
見
る
と
つ
い
手

に
と
っ
て
し
ま
う
と
い
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
も
人
気

の
絵
は
が
き
が
日
本
で
発
行
さ
れ
た
の

は
、
私
製
は
が
き
の
作
成
が
可
能
に
な

っ
た
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
以

降
の
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
以
降
、
専
門
雑
誌
の
創
刊
や
交

換
会
の
開
催
な
ど
、
日
本
で
絵
は
が
き

が
大
流
行
し
ま
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
、
明
治
三
十
七
年
（
一

九
〇
四
）
か
ら
二
年
間
に
渡
っ
て
発
行

さ
れ
た
日
露
戦
争
の
戦
勝
記
念
絵
は
が

き
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

絵
は
が
き
人
気
の
火
付
け
役
と
も
な

っ
た
記
念
絵
は
が
き
は
、
三
島
に
関
す

る
も
の
も
多
数
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
①
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇

七
）
一
月
、
三
島
高
等
女
学
校
（
現
在

の
三
島
北
高
等
学
校
）
で
赤
十
字
社
田

方
郡
委
員
会
・
愛
国
婦
人
会
幹
事
会
総

会
が
開
か
れ
た
際
の
も
の
で
す
。
季
節

に
合
わ
せ
て
周
囲
に
は
梅
の
図
柄
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
②
は
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九

〇
九
）
九
月
に
行
わ
れ
た
第
一
回
静
岡

県
産
牛
共
進
会
を
記
念
し
た
も
の
で
す
。

優
れ
た
牛
を
選
ぶ
品
評
会
で
、
当
時
、

三
嶋
大
社
の
東
側
に
あ
っ
た 
戦
捷 
記
念

せ
ん
し
ょ
う

館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
写
真
の

周
囲
を
浮
き
出
し
加
工
の
縁
取
り
や
菊

の
花
で
飾
っ
た
美
し
い
一
枚
で
す
。

　

写
真
③
は
、
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）

の
野
戦
重
砲
兵
第
一
旅
団
（
現
在
の
三

島
北
高
等
学
校
周
辺
一
帯
）
完
成
記
念

の
絵
は
が
き
で
す
。
隊
列
と
風
景
を
カ

ラ
フ
ル
に
周
囲
に
配
置
し
、
真
ん
中
に

旅
団
の
駐
屯
場
所
の
全
景
写
真
が
は
め

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
絵
は
が
き
は
デ
ザ
イ
ン
性
の
高

さ
や
美
し
さ
を
目
で
楽
し
む
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
地
域
で
ど
の
よ
う
な
行
事

が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
を
知
る
歴
史
資

料
と
し
て
も
貴
重
な
も
の
で
す
。

　

企
画
展
は
、
十
二
月
十
三
日
日
ま
で

楽
寿
園
内
郷
土
資
料
館
で
開
催
し
て
い

ま
す
。
楽
寿
園
で
は
、
十
月
三
十
日
金

～
十
一
月
三
十
日
月
に
菊
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 郷土資料館（緯９７１－８２２８）

　

小
正
月
ご
ろ
に
行
わ
れ
る
ド
ン
ド
焼
き
は
村
を
守

る
石
の
神
様
、 
道
祖
神 
（
サ
イ
ノ
カ
ミ
サ
ン
）
に
関
連

ど
う
そ
し
ん

が
あ
り
ま
す
。
広
報
み
し
ま
七
月
一
日
号
で
、「
か
つ

て
は
道
祖
神
を
火
の
中
に
入
れ
て
清
め
て
い
た
」
と
説

明
し
ま
し
た
。
一
方
で
ド
ン
ド
焼
き
は
、「
事
八
日
」
に

関
連
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
そ
の
事
八
日
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

事
八
日
と
は
、「
毎
年
十
二
月
八
日
に
一
つ
目
小
僧

が
村
の
子
ど
も
た
ち
の
悪
事
を
調
べ
、
こ
ら
し
め
る
た

め
病
気
に
す
る
子
ど
も
の
名
を
帳
面
に
記
し
て
道
祖

神
に
預
け
る
。
一
つ
目
小
僧
は
翌
年
二
月
八
日
に
取

り
に
来
る
予
定
な
の
で
、
そ
の
前
に
道
祖
神
を
火
に
入

れ
て
帳
面
を
燃
や
し
て
し
ま
う
」
と
い
う
伝
承
で
す
。

　

か
つ
て
、
県
東
部
で
は
か
な
り
広
ま
っ
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
現
在
市
内
で
は
、
ほ
と
ん
ど
伝
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
で
す
。

　

※
伊
豆
佐
野
村
は
、
広
報
み
し
ま
六
月
一
日
号
・
七

月
一
日
号
で
取
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
タ
イ
ト

ル
の
「
三
島

の
村
名
」
は

①
と
し
て
い

ま
す
。

No.３２９

▲ドンド焼きの様子

 
三
島
の
村
名
①

　

伊
豆
佐
野
村

　
（
佐
野
・
萩
地
区
）

　

室
ド
ン
ド
焼
き
と
事
八
日
室

三島の絵はがき１ 

ー記念絵はがきー

▲写真①：赤十字社田方郡委員会・愛国
婦人会幹事会総会の開催記念絵はがき

▲写真②：第一回静岡県産牛共進会の
開催記念絵はがき

▲写真③：野戦重砲兵第一旅団の
完成祝賀記念の絵はがき

こ
と
よ
う
か




